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第３四半期は増収なるも原材料費の価格転嫁進まず減益に

1.売上高
①第３四半期（１０～１２月）は２％の増収、チキンの扱いが伸びた畜産が１２％の大幅増収、水産と低

温物流も前年比増収に、加工食品は需要の低迷した家庭用調理冷食とアセロラの不振が続く健康価
値分野に加え業務用も伸び悩み前年比３％の減収。

②通期は全体では２５億円の上方修正。加工食品は業務用を引下げるが、畜産・水産で上積みする。

2.営業利益
①第３四半期は前年比２０億円の減益、加工食品が減収のうえ原材料コスト上昇も吸収しきれず１７億

円の大幅減益、水産・畜産も急激な円高で損失在庫が発生、拡大回避のため損失処理を優先したた
め利益は計画線を下回り減益、低温物流は海外の好調が継続２億円の増益に。

②通期は前回予想比２１億円下方修正し、加工食品・水産・畜産の悪化を織り込む。

3.経常利益・当期純利益
①特別損益は固定資産売却で前回予想より第３四半期で４億円、第４四半期で２億円改善。
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注：（Ｅ）は今回発表した見込、前回（Ｅ）は０８年１０月２８日に発表した見込

２００９年３月期第３四半期連結業績と通期業績見込
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1.加工食品

①売上は前年を３％下回る。引続き中食市場向
けは堅調ながら中国チキン再開で遅れがでた
業務用調理品は２％増収に止まる。家庭用は
１０・１１月の需要低迷が響き５％減収に。営
業利益は売上減に加え値上げの遅れから原
材料価格上昇を吸収し切れず１７億円の減益。

②通期では売上高を４０億円下方修正。原材料
価格がピークアウトした為一部で値上げが前
回予想通りに進まず採算面に影響及ぼす。円
高効果に加え原材料価格低下が一部で始ま
るものの本格的な寄与は次期以降になること
から、営業利益予想を１４億円下方修正する。

水産・畜産は円高による市況急落の影響を最小限に止める

2

セグメント別売上高と営業利益（その１）

（以下、グラフの金額単位表示未満は四捨五入し一部で端数調整のため切り上げ・切り捨てを行っている）

セグメント別売上高の実績と見込

「おいしさ」と「新鮮」をネットワークする。

2.水産

①売上は加工凍魚での新規取組が寄与し前年比３％の増収となったが、急激な円高によりえびを含め
全般的に市況が下落、損失在庫の処理を急いだことから採算が悪化し１億円の黒字に止まる。

②不需要期となる第４四半期は一部越年した損失在庫（えび、たこ、鮭鱒等）の一掃を織り込み４億円の
営業損失となる、通期の営業黒字化は達成するものの前回予想を４億円下回る５億円の見通し。

3.畜産

①売上は鶏肉の伸長により前年比１２％の大幅増収となるが、秋以降相場の急落したブラジル産チキン
や豪州産牛肉の損失在庫の処理を進めた結果、僅かに営業黒字は確保したが前年比２億円の減益。

②損失在庫処理は峠を越えたものの一部は第４四半期に持ち越し２億円の営業赤字に、通期の営業利
益は前回予想比６億円下方修正し５億円の見通し。ブラジル産チキンの採算は２月から正常化する。
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低温物流は海外が好調で牽引役に地域保管も増収増益

セグメント別売上高と営業利益（その２）

3

4.低温物流

①海外と地域保管が順調に推移し売上は前
年比３％増収、営業利益は２億円の増益と
なった。地域保管は景気後退の影響が入
庫・出庫量の減少と総合在庫率の上昇に現
れているが採算面での大きな影響は出てお
らず、前年比増収増益。ネットワークは燃油
サーチャージの収受改善が第４四半期以降
となり採算の厳しい状況が続いた。１２月決
算の海外は第３四半期が７～９月、金融危
機発生前の事業環境で１億円の増益。

②通期は、１２月決算の海外がほぼ前回予想
の線で着地していること、国内も第４四半期
は景気後退の影響を大きく受けることなく稼
動を維持できる見通しで、売上は前回比６
億円、営業利益は１億円上方修正する。

セグメント別営業利益の実績と見込

「おいしさ」と「新鮮」をネットワークする。

5.不動産

①第３四半期は、賃貸事業による収益のみで売上高は前年と変わらないが、営業利益は前年比１億
円の減益となった。

②通期は、売上は前回予想通り、営業利益は１億円下方修正する。
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第３四半期は業務用のペースダウンから微増収に止まる

4

第３四半期冷凍食品売上高
1.冷凍食品全般

第３四半期（１０～１２月）は前年比１％の増
収、４～１２月累計では３％増収。伸び悩みは
家庭用の１０・１１月の売上減と業務用で再開
した中国チキンの販売が第１四半期並みに
戻らないことが主な要因。冷凍野菜は第３四
半期１％減収、累計では３％増収。

2.調理冷食

①家庭用：第３四半期は５％減収、累計で
３％減収。餃子事件の影響から脱し第２四半
期では前年並みの水準に回復したが１０・１１
月と需要の低迷から前年比ダウン。１０月の
いんげん殺虫剤検出事件による落ち込みは
見られず、販売シェアは引続き前年を上回っ
て推移。パリパリの春巻、えびピラフが好調。

②業務用：第３四半期は２％の増収、累計で
６％増収。１１月から中国チキンの販売を再
開したが値上げが嫌気されたのに加え素材
鶏肉の価格急落と供給過剰が影響した。チキ
ンの売上回復は第４四半期一杯かかる見通
し。中食市場向けはコロッケ類を中心に引き
続き好調に推移。

「おいしさ」と「新鮮」をネットワークする。

冷凍食品売上高の推移
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海外の好調に加え厳しい環境の地域保管も前年を上回る

1.物流ネットワーク
運送会社の買収などで売上高は前年比
１％増収となったが、燃油サーチャージ
の負担が続き営業利益は前年比微減と
なる。燃油サーチャージ負担は第４四半
期から解消し採算は改善方向に。

2.地域保管
輸入鶏肉をはじめ畜産物・水産物全般に
在庫量が多く総合在庫率を押し上げる。
一方で冷凍食品の入出庫が落込むなど、
荷動きの停滞も顕著になり始める。売上
は前年比５％増収、営業利益は１億円増
益。

3.海外

第３四半期（7～9月）は、欧州が引続き一
般貨物保管とフォワーディングが好調。ブ
ラジルチキンの搬入量拡大が寄与、在庫
率も高めに推移し前年比１％増収、1億
円増益。懸念される欧州の景気後退によ
る影響は、１２月現在では出ていない。

5

低温物流事業のサブセグメント別対前期比増減要因と通期見込
低温サブセグメント別売上高の実績と見込

低温サブセグメント別営業利益の実績と見込

「おいしさ」と「新鮮」をネットワークする。
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冷蔵庫の稼動は景気後退の影響が徐々に出始める

1.業界の状況
首都圏を中心とした入庫量増
大と景気後退による出庫量
減少の結果、在庫率は前年
の水準を上回る結果となった。

2.ニチレイグループの状況
入庫量は前年を下回ったが
景気後退の影響で出庫量も
減少した結果、在庫率は前年
を上回った。

6

（日本冷蔵倉庫協会発表のデータを当社で加工）

冷蔵倉庫の稼動状況
「おいしさ」と「新鮮」をネットワークする。

当社の冷蔵倉庫稼動状況
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特別損益のマイナス幅が前回予想より５億円改善

①支払利息で社債利息が１億円減少するが、リース会計基準適用により５億円増加し前年比マイナスに

②固定資産売却益で冷蔵倉庫跡地の売却益４億円増加

③年初に計画していた土地売却益１３億円は発生しないが、②と第４四半期発生予定の固定資産売却
益２億円が追加したことにより前回予想より５億円のプラス

7
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前回Ｅは１０月２８日に発表したもの



データ集

8

セグメント別売上高・営業利益の実績・見込・前回見込・前年実績

「おいしさ」と「新鮮」をネットワークする。

０７／１２ ０７／１２ ０９／３ ０9／３ ０８／３
（Ｅ） （前回Ｅ）

（売上高）
加工食品 447 463 1,348 1,348 413 402 1,761 1,801 1,750
水産 226 219 621 601 139 146 760 745 747
畜産 257 229 727 632 219 207 946 900 839
低温物流 375 364 1,098 1,053 349 334 1,447 1,441 1,387
不動産 18 18 56 57 18 18 74 74 75
その他 16 17 48 46 18 17 66 66 63
全社または消去 -63 -58 -194 -174 -62 -51 -256 -254 -225
合計 1,276 1,252 3,704 3,563 1,094 1,073 4,798 4,773 4,636
（営業利益）
加工食品 3 21 13 36 0 5 13 27 41
水産 1 3 8 0 -3 -5 5 9 -5
畜産 0 3 7 6 -2 0 5 11 6
低温物流 31 29 75 72 10 13 85 84 85
不動産 10 11 31 33 7 10 38 39 43
その他 0 1 1 1 0 1 1 1 2
全社または消去 2 0 3 0 -1 2 2 -1 2
合計 47 68 138 148 11 26 149 170 174
注：０９／３（Ｅ）は今回発表した見込で、前回Ｅは１０月２８日に発表した見込。

第３四半期
（１０～１２月）

単位：億円（単位未満四捨五入、一部で端数調整あり）

通期

０８／１２

第３四半期累計
（４～１２月）

０８／１２

第４四半期
（１～３月）

０９／３
'（Ｅ）

０８／３



当資料取扱い上のご注意

当資料に記されたニチレイの現在の計画・見通し戦略などのうち、歴史的事実でないものは、将来

の業績に関する見通しであります。将来の業績に関する見通しは、将来の営業活動や業績に関する説

明における「確信」、「期待」、「計画」、「戦略」、 「見込み」、「予測」、 「予想」その他こ

れらの類義語を用いたものに限定されるものではありません。これらの情報は、現在において入手可

能な情報から得られたニチレイの経営者の判断に基づいております。実際の業績は、さまざまな重要

な要素により、これらの業績見通しとは大きく異なる結果となる場合があります。このため、これら

の業績見通しのみに全面的に依拠して投資判断されることは、お控えいただくようお願いいたします。

また、新たな情報、将来の事象、その他の結果にかかわらず、常にニチレイが将来の見通しを見直す

とは限りません。実際の業績に影響を与え得るリスクや不確実な要素には、以下のようなものが含ま

れます：

①ニチレイグループの事業活動を取り巻く経済情勢および業界環境

②米ドル・ユーロを中心とした為替レートの変動

③商品開発から原料調達、生産、販売まで一貫した品質保証体制確立の実現性

④新商品・新サービス開発の実現性

⑤成長戦略とローコスト構造の実現性

⑥ニチレイグループと他社とのアライアンス効果の実現性

⑦偶発事象の結果

など

ただし、業績に影響を与える要素はこれらに限定されるものではありません。また、リスクや不確

実な要素には、将来の出来事から発生する重要かつ予測不可能な影響も含まれます。当資料は、あく

までニチレイをより深く理解していただくためのものであり、必ずしも投資をお勧めするためのもの

ではありません。

「おいしさ」と「新鮮」をネットワークする。


